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　岐阜女子大学（以下「本学」とする。）では，文化創造学部において平成21年度よ
り「海外教育視察研修」を実施し，イギリス，フィンランド，フランスの3カ国を訪
問し研修してきた。特にこの研修では，教員を目指す学生を中心に，現在教員養成に
求められている「教職の専門的知識・技能」と「実践的指導力」の育成を目指し実施
してきた。また，本研修において，海外の授業を参観し，記録・保存し，その後授業
分析をする総合的な授業アーカイブに重点を置き，実践した。
　授業アーカイブは，参観した授業の記録とともに，授業研究に関連する情報を総合
的に記録し，管理し，保管していく手法である．一方，授業研究は，授業アーカイブ
した教育資料を基に授業分析をはじめとする授業改善への取り組みである．これらの
授業アーカイブ手法を通じて授業研究をすることにより，教師の「暗黙知」の獲得が
促進され，実践的な授業力の向上へとつながる．また，その認識を広げるため，また
後世へ伝えるために，現代における優れた授業の授業アーカイブを行うことが必要で
あると考え，これらの実践を重ねてきたのでその結果について報告する。
〈キーワード〉　教員養成，デジタルアーカイブ，教育実践資料，授業アーカイブ

1．はじめに

　本学では，平成21年度より文化創造学部
において，「海外教育視察研修」を実施して
きた。文化創造学部・初等教育学専攻では，
教員の養成を行っており，教員養成では，近
年，教職の専門的知識・技能と，実践的指導

力の育成を求められている。この求められる
資質・能力の育成を目的として海外教育視察
研修を実施している。海外の文化に直接触れ，
教育を視察し，海外の授業を記録として残し，
後に授業分析を行うことを通して，教員とし
ての専門的知識・技能を身に付けることをね
らっている。



岐阜女子大学紀要　第42号　（2013. 3. ）

― 100 ―

　初年度の平成21年度はイギリス，22年度
はフィンランド，23年度はフランスでの研
修を行った。イギリスは，日本がイギリスの
教育評価制度を参考にしていること，フィン
ランドはOECD生徒の学習到達度調査（ＰＩ
ＳＡ）において調査結果が上位であること，
フランスは教育の制度に特徴があり，義務教
育段階から落第制度があることなど，日本の
教育を考える際に，有益な情報を得ることが
できる特徴がある国を選定した。
　これら3カ年の海外教育視察研修の概況を
報告する。

2．諸外国における教育動向と研修概要

（1）イギリス
　イギリスは，アメリカ，日本などの先進国
と同様，国際社会をたくましく生きる人の育
成を目指しており，とりわけ「1988年教育
改革法」は，その趣旨を明確に表し，イギリ
ス教育体制を変革させた。
　サッチャー政権時代に教育改革を推し進
め，ナショナル・カリキュラムの作成や，そ
の到達度をみるための「全国テスト」の実施
を行った。ブレア時代にはそのナショナル・
カリキュラムや全国テストを強固に推し進め
た。このナショナル・カリキュラムは日本の
学習指導要領と類似しているといわれている。
　そのようなイギリスの教育視察を次のよう
な日程にて行った。
　研修期間は平成22年2月23日㈫～28日㈰
の6日間で，参加学生は1年次2名，3年次12

名の合計14名であった。
　視察地はイギリスのロンドンで，教育を学
ぶにはその地域を知ることも重要と考え，地
域文化を学ぶために，表1中にある文化施設
も視察した。

（2）フィンランド
　次年度の平成22年度には，OECDによる
生徒の学習到達度調査において好成績を収め
ているフィンランドの教育を学んだ。
　フィンランドの教育政策において中心基盤
となるのは，年齢，居住地，経済状況，性別，
母国語などに関わらず，全ての国民に教育を
受ける平等な機会を提供することである。そ
のため就学前教育，基礎教育，後期中等教育
は無料の原則をとっている。学費，福祉サー
ビス，給食はこれらの教育機関において無料
提供され，必要な教材や教科書も，就学前か
ら基礎教育までは無料である。
　フィンランドの教育は教育省（Ministry of 

Education）がその責任を担う。その下部組
織としてフィンランド国家教育委員会
（National Board of Education）が存在する。し
かし，国家教育委員会は，教育省の下部組織
といえど，一定の独立性を有している。
　教育省は，教育条件の整備や教育に関する
制度構築，権限規定などを行っている。
　一方，国家教育委員会は，ナショナル・コ
ア・カリキュラムの策定や国レベルでの教育
評価など教育の方針や内容・方法などの決定
を行っている。
　このようなフィンランドの教育を学ぶため
に，国の教育方針を決定している国家教育委
員会を訪問し，フィンランドの教育に関する

表1．イギリス研修視察先

日程 研修内容

2/24
・大英博物館・ロンドン塔
・グリニッジ天文台

2/25
・国会議事堂（ウェストミンスター宮殿）
・ウェストミンスター寺院
・ナショナルギャラリー

2/26
・小学校視察
　Stockwell Park Secondary School

2/27 ・各自企画研修
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講話を実施した。また，前年度と同様に教育
は地域の文化の基に成り立っているとの考え
に立ち，フィンランドの文化を学ぶために，
文化施設も視察した。
　フィンランドの研修期間は平成23年2月
20日㈰～25日㈮の6日間であり，ヘルシンキ
を中心としたが，学校視察はタンペレの小学
校を視察した。なお，参加学生は，1年次8名，
2年次3名，3年次2名，4年次9名の合計22

名であった。

表2．フィンランド研修視察先

日程 研修内容

2/21

・ウスペンスキ寺院
・ヘルシンキ大聖堂
・国家教育委員会　講話
・国立公文書館

2/22
・小学校視察
　AMURI SCHOOL

2/23 ・各自企画研修

（3）フランス
　3年目の平成23年度はフランスの視察を
行った。日本の近代学校教育制度は，明治5

年（1872年）の「学制」発布に始まる。全
国を8つの大学区に分け，それぞれの大学区
を32の中学区に分け，全国に256の中学区が
あったといわれている。それをさらに小学区
に分け，全国53,760の小学校があったとされ
ている。このように全国を学区に分けていく
考えは，学校を全国に均等に設置していくと
いう発想に基づいており，子ども達が自分達
の住んでいる地域の学校に通うことを可能と
した。この仕組みは，フランスの制度をモデ
ルとして生み出されている。現代における日
本の教育の礎となっているフランスの教育を
学ぶことは，現代，さらには次の世代の教育
を考えていく上で重要である。
　フランスは国家としての歴史も古く，その
歴史を学ぶことができる文化遺産等を視察す

ることはその国の教育を学ぶ上では欠かせな
い。ゆえに文化施設の視察も併せて行い，教
育の土台を肌で感じ取った。
　フランスでの研修期間は平成23年2月15

日㈬～20日㈪の6日間であり，参加学生は，
1年次11名，2年次12名，3年次2名，4年次
3名の合計28名であった。視察施設等は次の
とおりである。

表3．フランス研修視察先

日程 研修内容
2/16 ・ルーヴル美術館

2/17
・小学校視察（ウォルドルフ学校）
　ECOLE RUDOLF STEINER
・フランス国立古文書館

2/18 ・各自企画研修
2/19 ・各自企画研修

　フランスで訪れたルーヴル美術館と国立古
文書館では，視察の際に専門学芸員を同行者
として依頼し，学芸員による説明を聞きなが
ら視察を行った。さらに，国立古文書館では，
資料の保存と管理を学ぶために，バックヤー
ドの見学も行い，フランスでの実態を学んだ。

3．授業アーカイブを通じた授業研究

（1）教員の専門性と授業研究
　教職の専門性とその中核をなす「実践的指
導力」は，大学における養成教育→教育現場
での初任者研修→現職研修の各段階を通じて
獲得され，形成される。そのうち大学におけ
る養成教育は，その位置づけと性格からみて
「完成教育」ではありえず，あくまでも「準
備教育」にとどまらざるを得ない。言い換え
れば，教職の専門性と「実践的指導力」は，
実際に子どもと向き合いながら教育実践を重
ね，教師集団の中で相互に授業研究をし合う
ことを通じて，本格的に，そしてより豊かに
形成されていくものである。また，学習指導
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要領に示された，教育のねらいである「生き
る力」を育成するためには，教科の授業を中
心にして，知の側面である「確かな学力」の
定着を図ることが求められている。そのため
には，授業を行う教師自身の授業力の向上が
不可欠である。授業力の向上には，一人ひと
りが自らの授業を振り返り，課題を明らかに
し，授業改善に努めることが必要である。そ
のためには授業研究が重要な役割を果たす。
　ここでは，授業研究における授業アーカイ
ブのための関連教育資料について提案する。

（2）授業アーカイブとその関連教育資料
　授業アーカイブは，ビデオ映像だけをアー
カイブしても意味がない。その授業の背景や
授業の様子を記録するための関連教育資料の
整備が重要である。授業アーカイブのための
関連教育資料として，マネジメントサイクル
で考えると，計画（P）段階では，授業を行
うためにシラバスに基づき授業の構想（学習
指導案）や板書計画などをが必要となる。
　また，実施（D）段階では，授業を実施し，
授業分析のための資料収集を行う。授業は一
過性の面があり，一見しただけでは捉えにく
い。そこで授業の事実を捉えるために，文字
化された記録だけでなく，メディアによる記
録も収集し，分析の際に事実がはっきりと分
かるようにする。
　次に，評価（C）段階が授業分析である。
図1のような収集した授業記録に基づき，一
つひとつの事実の持つ意味を明らかにするこ
とを通して授業における課題を明らかにす
る。課題を明らかにすることで授業改善が図
れるとともに，授業を行うための力量の向上
が図れる。従って授業分析は授業研究におい
て大切な位置を占める。最後に，改善（A）
段階では，成果と課題に基づいて具体的な改
善策を考える。このような，PDCAサイクル

を基本に教育資料の構成することが必要であ
る。

（3）多視点授業映像記録
　HDビデオを使って授業を記録するもので
ある。音声とともに教師や児童の様子を映像
で再現できるところに音声記録との明らかな
違いがある。特に，本学では，デジタル・アー
カイブ手法を活用した多視点授業映像記録を
行っている。多視点授業映像では，従来の単
視点映像に比べて，児童生徒の様子がよく分
かり，授業分析するための記録として重要で
ある。

（4）授業分析資料の構成
　教科や学年などのグループまたは学校全体
で取り組む授業分析では，参観者のそれぞれ

図1．授業記録
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が持っている経験則に従って授業を参観し，
授業を分析するだけではよりよい授業分析に
はならない。特に，授業経験のない学生が，
より客観的な授業分析を行うためには，資料
に基づいた授業の分析が大切になる。
　資料に基づく授業分析を行うためには，学
習指導案，授業評価記録の結果など文字化さ
れた資料が必要になる。それと共に，授業者
や学習者の非言語活動（文字化された資料で
は読み取ることができない活動）を読み取る
ために，授業中における授業者や学習者の様
子を収録したビデオ記録も用意し，併用しな
がら分析に臨むことが重要である。
　授業分析は，授業改善を行うために，学習
指導案，速記録，逐語記録，授業評価記録，
多視点授業映像記録等を基にして行われる。
分析の仕方によって，量的分析と質的分析の
二つに分けることができる。

①量的な分析
　量的分析とは，教授活動や学習活動をいく
つかのカテゴリー（図3）に分類し，それら
のカテゴリーの出現頻度を分析するものであ
る。量的分析では，あらかじめ設定された分
析の「ねらい」を基に授業中の事象を分類す
ることから，授業改善に向け客観的な示唆を
得ることができ，授業の全体像をつかむこと
ができる。
　・ 授業者，学習者の行動項目を設定し，そ

れを数量化（項目別の出現頻度・割合な
ど）する。

　・持続時間，頻度，度数に焦点を当てる。
　・集団全体を焦点化する。
　・統計量に基づくものである。

②質的な分析
　質的分析では，授業中の授業者と学習者の
発言や動作などの記述や記録に基づいて分析
が行われる。このことにより，授業改善へ向
けて，より実際的な示唆を得ることができる。
　・ 授業事象・現象をありのまま記述・描写

し，教師の意図や指導の手立てを比較す
る。

　・ 発言内容，活動内容のカテゴリー化や順
序性に焦点を当てる。

　・個人を焦点化する。
　・記述や記録に基づくものである

図2．多視点授業映像

図3．カテゴリー
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4．イギリスによる授業アーカイブ

　今回授業分析した学校は，イギリスのロン
ドン郊外に位置する“Stockwell Park High 

school”である。この学校は11歳から16歳
の年齢の児童・生徒が約1,000人が通っている。
　子ども達の出身国は様々であり，多様な言
語を母国語としている。このような多民族，
多文化の子ども達が通う学校の授業を多視点
授業映像記録し，コミュニケーション分析を
した。コミュニケーション分析は，フランダー

スの授業分析といわれ量的分析の代表的なも
ので，1970年代にフランダース（Flanders）
によって考案された分析法である。授業の流
れを，5秒ごとに区切り，先の発言と後の発
言を図3の分析カテゴリーで分類して授業の
雰囲気を明らかにするもので，今回イギリス
の授業を，図1～8のように授業分析を試みた。
　また，この授業分析から各領域における特
質を抽出し，図5のようにまとめた。
　図5の分析結果を，図6と図7の領域と領

図4．イギリスの授業

図7．領域の説明図5．授業分析結果

図6．授業分析における領域の抽出
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域の説明に当てはめると次のことが分かる。
・ Nの領域である児童・生徒の活動が，229

ポイントと，非常に多いことが分かる。こ
のことは，本授業の多くが児童・生徒の自
主的な活動であったと分かる。
・ Dの領域は，これらのNの活動が教師の指
示によって主体的に行われていることが分
かる。
・ Cの領域で，児童・生徒も，自主的な発言
をしていることが読み取れる。
　つまり，総合的に今回の授業の特徴をみる
と，教師の指示により児童・生徒が積極的に
発言し，自主的に活動している授業であるこ
とが分かる。実際，本授業は，教師の指示に
より，自主的に活動している授業であったこ
とからも，これらの分析結果は頷ける。
　このように，授業分析を行うことにより，
授業分析結果と授業との間の関係性をみる訓
練になる。また，諸外国の授業の分析を行う
ことにより，我が国の授業の特質や諸外国の
授業との差異を体感することができる。

　このことは，今後教師として実践的な力量
を付けるためには必要なことである。
　本論においてイギリスを例に挙げ行ってき
た授業研究を教員養成の実践として「教職リ
サーチⅠ」の科目にて行っている。海外教育
視察研修初年度のイギリスでの授業アーカイ
ブ及び授業分析・研究の方法をテキストとし
てまとめ，そのテキストを活用して授業の分
析を行い，講義の中で学生同士が議論を交わ
し授業研究を行っている。この授業分析・研
究を通して教師としての実践的な力量の向上
を図っている。

5．おわりに

　本稿においては，本学の文化創造学部で取
り組んでいる「海外教育視察研修」について，
これまでの3カ年の経過をまとめ，報告をし
た。特に，教師を目指す学生を対象とした実
践的な教師力を養成するために，イギリスの
授業を多視点同時撮影することにより多視点
映像として教材化し，定量分析すこことで，
多視点映像教材の教育利用・研究での活用効
果について報告した。
　また，授業をデジタル・アーカイブ化し，
長期保存を考えた授業アーカイブにおける関
連教育資料の構成についても報告した。授業
アーカイブとは，単に，授業のビデオを撮影
記録することではなく，これらの関連教育資
料を総合的に収集・管理・保管することであ
る。今後，学生の授業分析の教材として，国
内外の多くの授業をアーカイブし，授業アー
カイブとして長期保管することにより，様々
な授業を後世にも伝えていくことが可能とな
る。今後，様々な授業をアーカイブし，教員
養成を行う方法を研究する予定である。

図8　イギリスの授業の推移（一部）
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